
 

 

 

 

 

 

 

□ 開催日：2013年 1月 26日（土）、27日（日） 

□ 時間：第１日目 10時～17時、第２日目 10時～15時 45分 

□ 会場：横浜シルクセンター地下大中会議室（横浜市中区山下町１番地） 

□ 主催：NPO法人環境カウンセラー全国連合会（略称 ECU） 

   NPO法人かながわ環境カウンセラー協議会（略称 KECA） 

後援：環境省 関東地方環境事務所 

     神奈川県 

□ 参加者：26名（申し込み者 27名、直前取り消し１名、県外 14名、女性 5名） 

□ 修了者：25名（2日目体調不良で１名欠席） 

 

【セミナー内容】 

 ＊詳細は添付「養成セミナーテキスト」参照 

□ 第１日目（1月 26日、10時～17時） 

  司会進行： KECA環境教育委員会  吉野 榮一 

１．主催者挨拶 

 （１）環境カウンセラー全国連合会   理事長 鈴木富雄氏 

 （２）かながわ環境カウンセラー協議会 理事長 木村信幸 

２．講義 

 （１）総論１ 最近の環境行政の主な動向 

         環境省 関東地方環境事務所環境対策課 課長 城間 盛孝氏 

 （２）総論２ 最近の環境問題と環境教育 

         NPO法人かながわ環境カウンセラー協議会環境教育委員会 

                            副委員長  上野 秀一 

 （３）各論１ 環境教育の場と安全教育 

         NPO法人かながわ環境カウンセラー協議会環境教育委員会 吉野 榮一 

        環境教育実践事例（１）＝地域の小中学校、小中学生の環境教育＝ 

         NPO法人かながわ環境カウンセラー協議会環境教育委員会 

                            委員長  高橋 弘二 

  ・・・・・・・・・（昼食・休憩：12時 30分～13時 30分）・・・・・・・・・・・・ 

 （４）各論２ 環境教育を行う上での要点 

        環境教育実践事例（２）＝全県域の小中学校での環境教育＝ 

         NPO法人かながわ環境カウンセラー協議会環境教育委員会 

                            副委員長  岡本 正義 

３．ワークショップ 

（１）ワークショップ（WS）実施要領の説明 

      NPO法人かながわ環境カウンセラー協議会環境教育委員会委員長 高橋 弘二 

 ［グループ分け］ 

  Aグループ：地球環境、生活環境、環境経営・事業者 

2013年 1月 28日 

環境教育インストラクター養成セミナー 
（かながわ環境カウンセラー協議会） 

報 告 書 

（１） 



  Bグループ：自然環境系、A以外 

 ※事前通知 

  ①参加者全員宛て、セミナー１週間前にワークショップ実施要領についてメール発信し、自分

の専門（得意）分野を決め、「環境教育実施計画書（骨子案）」を作成、または構想を準備し

てくるように連絡した。 

  ②第１日目受付時、Ａ、Ｂいずれのグループを希望するか届け出てもらった。 

（２）ワークショップ 

①目的：本日の宿題とする「私の環境教育実施計画書（骨子案）」を作成するにあたり、グル

ープで「共通テーマ」が決まれば、参加者で話し合い実施計画書のモデル（例）を作成する。 

「共通テーマ」の絞り込みが難かし場合は、それぞれの「環境教育実施計画書（骨子案）」

を説明し、参加者から意見/質問・アドバイスを受ける。 

  ②届け出では、Ａグループ 16名、Ｂグループ 10名だったので人数バランスを取るため、Ａグ

ループからＢグループへの変更希望を取ったが誰もいなかったため、そのままで実施した。 

・Ａ－１グループ（８名、岡本、吉野）、Ａ－２グループ（８名、上野、古川）＝大会議室 

・Ｂ－１グループ（５名、高橋、河野）、Ｂ－２グループ（５名、嶋田、今泉）＝中会議室 

  ③各グループとも、時間（17時）いっぱい熱心な意見交換が行われた。 

  ④明日翌日受付時に宿題：「実施計画書（骨子案、A3 判）」を提出してもらうことを再確認し

て、第１日目を終了し解散した。 

 

□ 第２日目（１月 27日、10時～15時 45分） 

朝の受付時に宿題「私の環境教育実施計画書（骨子案）A3判」を提出してもらい、各グループ

全員に配布する必要部数をコピー（印刷会社にて）した。 

１．講義 各論３ 

  環境教育実践事例（３）＝主として事業者対象＝ 

    NPO法人かながわ環境カウンセラー協議会 

              環境経営研究会 会長  古川 輝夫 

２．【コーヒーブレーク：参加者交流会（中会議室）】 

徳島、秋田をはじめ県外からの参加者が多いこと（半数以上 14名）、コピーができるまでの時間

を使って約 30分間の参加者交流会の時間を設けた（海外のシンポジウムではよくある）。 

・飲み物：冷たいコーヒー、ウーロン茶、ジュース（オレンジ、リンゴ） 

・クッキー、煎餅などのお菓子 

 当初ぎこちなかったが、すぐにあちこちで Face to Faceの意見・情報交換の場ができ、30分で

打ち切るのがもったいないような雰囲気だった。みなさん、この後の模擬授業にリラックスして臨

めたのではないかと思う。 

３．グループごとの模擬授業 

 ４グループに分かれ「環境教育実施計画書（骨子案）」「評価シート」のコピーを配布して、一人

ずつ「模擬授業」を実施した（Aグループは１人７、８分、Bグループは 10～15分）。 

 全体の概要を話すのではなく、一番話したいこと、伝えたいことに絞って詳しくお話してもらっ

た。他の人は指導者（発表者）が想定する年代（小中学生、高校生、市民・・・）になって話を聞

き、質問してもらった。その後、指導者としてのアドバイス、意見などが話し合われた。 

 全員の発表後、各グループごとに午後のデモンストレーション授業を行う代表１名を選出した。 

 ・・・・・・・・（昼食・休憩：12時 40分～13時 30分）・・・・・・・・・・・ 

４．各グループ代表の模擬授業 

 各代表４名でジャンケンしてもらい発表順を決めた。 

（１）片野真琴さん（横浜市）「外来生物について」 対象：高校生 

（２） 



   パワーポイント使用、３択クイズ「外来種でないものは？」など 

（２）西田和子さん（相模原市）「木をめぐる ものがたり」 対象：小学生 

   落ち葉、ドングリなど持参、「どんぐりの芽は葉になるの？根になるの？」など 

（３）保坂哲夫さん（江戸川区）「実験で知る海面上昇」 対象：小学生 

   フラスコを使って、水を暖めて膨張することを実験で確かめる。など 

（４）幸泉有里さん（徳島市）「水の循環と下水処理のはなし」 対象：小学生 

   写真、絵を使って、「一人１日使う水の量はペットボトルで？本」など 

 ＊参加者は児童・生徒（？）になりきって質問していたが、ついつい専門家になって詳しい内容

の質問をする光景もあった。 

 ＊環境について知識と見解を持つ参加者が多く、参加者同士の意見交換、議論も盛んに行われ、

活発な発表会になった。 

 ＊事前に「教材を使う人は用意してきてください」と連絡しておいたので、何人かは準備してき

ており、わかりやすく説明していた。 

 ＊各グループで選ばれた代表は、すでに地元（学校）で環境学習を実践している人だった。しか

し、参加者の中には「実践はこれから」という人もかなりいた。 

 ＊各発表の後、それぞれのコーディネーター（２名）から講評、アドバイスがあった。 

 ＊代表模擬授業をしてくれた４人に対し、地元横浜のベイスターズのグッズをプレゼントした。 

５．ECU環境教育インストラクター資格認定手続き説明： KECA環境教育委員長（高橋） 

６．養成セミナー修了証の授与 

   ECU副理事長 今泉奉（急用で欠席）代理として 

KECA副理事長（環境教育委員会委員長） 高橋弘二 

７．アンケート記入・提出 

  個別質問・相談 

       ＝＝＝＝15時 45分終了、解散＝＝＝＝ 

    

［KECAスタッフ反省会（16時～17時）］ 

（１）アンケートのまとめ（担当：三島） 

（２）「とても参考になったのでまわりの人に受講を勧めようと思うが、次の開催はいつか」との

質問があった。「３月に東京で、神奈川は１年後と答えたが、年２回開催を検討してはどうか」 

  ・・・今後の検討課題 

（３）「環境経営」を専門分野に書いている人が４名いた。セミナーは小中学生の環境学習、市民

向け体験学習の内容としては充実していると思うが、事業者・社内教育向けの「環境教育」と

しては改善・検討の余地がある。 

  また、A、Bの２つにグープ分けをしたが、事業者向けの Cグループを設けたらよい。 

  ・・・吉野、三島で検討：来年の検討課題 

（４）KECAの会員にもっと受講してもらいたいが、「KECA会員の受講料を、エコピープル並み

（＠5,600円、差額は KECA負担）」にしてはどうか。 

  ・・・検討課題 

（５）大会議室、中会議室、それぞれ２グループで使ったが、隣の声が気になる。もう一つ会議室

（小会議室がある）の使用を考える。・・・課題：会議室代もかかる。 

（６）ワークショップの時間が不足。第２日目の朝の開始時間を 9時 30分からにできないか。 

  遠方の人を考えると、１日目の開始時間、２日目の終了時間は動かせないのでは。 

（７）初めての試み「参加者交流会」は、大変よかったと思う。これからも続けたい。 

（８）フォローアップ研修会をはじめ、参加者に対するフォロ－アップ、アフターケアに力を入れ

て、KECAの“売り”にしていきたい。 

（３） 



（９）「環境カウンセラー」の養成講座も、現在は横須賀三浦地区で開催しているだけだが、各支

部で開催するようにしたい。 

環境教育インストラクター養成セミナー（１月２６日、２７日） 

写 真 集 

１．挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

      写真１ ECU鈴木理事長挨拶         写真２ KECA木村理事長 

２．講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    岡本講師の講義              

 写真３ 関東地方環境事務所     ④右上：講義中 

     環境対策課城間課長の講義  ⑤上：ワークショップ 

                  ⑥右下：省エネ表彰式 

３．参加者交流会 

 

 

 

 

 

 

 

           

                                    （徳島からの３人） 

 

 

 

 

                写真 7～11 参加者交流会 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 



４．ワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                写真 14 模擬授業 

写真 12 環境教育実施計画書                        （A-2グループ） 

 （骨子案）作成の意見交換 

               写真 13 グループごとの模擬授業（B-2グループ） 

 

４．代表者の模擬授業 

 

 

 

 

 

 

 

                         写真 17 A-1グルプ 保坂さん 

                        

 

 

 

 

 

 

 

  写真 14、15 B-2グループ 片野さん 

                          写真 18 A-2グループ 幸泉さん 

                      ５．閉会のあいさつ 

                         

 

 

 

 

 

 

 

     写真 16 B-1グループ 西田さん 

                            写真 19 KECA河野副理事長 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 


